
１　計画の位置づけ　（根拠：老人福祉法及び介護保険法）
市町村が実施する老人福祉事業や介護保険事業の円滑な実施を支援するための府の取組みをまとめたもの　　 府老人福祉計画と府介護保険事業支援計画を一体として策定
計画の策定に当たっては、「府高齢者・障がい者住宅計画」や「府地域福祉支援計画」「府保健医療計画」等の関係計画との連携を図っています
２　計画の目標　（計画期間：高齢化がピークを迎える平成37年を展望しつつ、平成24年から26年までの3年間としています）
　　今後ますます高齢化が進展し、支援を要する高齢者が増加しても、望む場所で安心して暮らしていけるように、高齢者の生活を地域社会全体で支える体制整備をめざします
【計画の特徴】　3期で定めた目標（平成26年）の最終年度を含む計画であり、上記目標のため『地域包括ケアシステムの構築』に取り組むスタートの計画です
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



３　高齢者計画2012の内容
１章　計画策定の意義　
２章　高齢者の現状と将来推計
	
	平成24年度
	平成25年度
	平成26年度

	総人口
	8,884,704
	8,876,417
	8,864,790

	40～64歳
	3,001,248
	2,985,635
	2,968,812

	65歳以上
(高齢化率)
	2,045,367
(23.0%)
	2,127,365
(24.0%)
	2,203,900
(24.9%)


　　　・府の将来人口推計
　　
３章　施策の推進方向　～課題と施策の方向及び取組み
４章　介護サービス量の見込み　～市町村の推計を取りまとめ　　（単位：人）
	要介護認定者数
	平成24年度
	平成25年度
	平成26年度

	
	合　　　計
	407,232
	428,374
	448,953

	
	要支援1・2
及び要介護１
	192,950
	203,323
	213,444

	
	要介護2～5
	214,282
	225,051
	235,509


５章　ふれあいおおさか高齢者計画２００９の検証
・認定者数や介護保険サービスの状況
・高齢者の意識調査(アンケート)結果の概要
６章　計画の推進に向けて　～市町村、関係機関・団体との連携
「 大 阪 府 高 齢 者 計 画 2012 」 の 概 要








目標年次：Ｈ26





目標達成をめざします





【5期の重点取組】 ①　地域包括支援センターの機能強化


　　　　　　　　　　  　② 認知症高齢者等支援策の充実














第６期　（Ｈ27～29）





第７期　（Ｈ30～32）





第３期　（Ｈ18～20）





第４期　（Ｈ21～23）





第５期　（Ｈ24～26）





スタート





新しい目標年次：Ｈ37まで


（団塊の世代が75歳以上になる高齢化のピーク）





介護保険法改正（新サービスの導入等）








１　地域包括ケアシステムの構築





２　認知症高齢者等支援策の充実





３　健康づくり・生きがいづくり





５　介護保険事業の適切な運営





６　福祉・介護サービス基盤の充実





４　利用者支援の推進





地域の中核施設である地域包括支援センターの機能強化、医療と介護の連携、生活支援サービスの確保、地域の支え合い体制の整備を進めます。生活の基本となる高齢者にやさしい住まいの確保と福祉のまちづくりを進めます。


さらに、高齢者の権利擁護、災害時の支援体制の確立に努めます。








認知症に対する理解の促進、認知症高齢者やその家族の支援体制の構築に取り組みます。


また、医療との連携、認知症介護の質の向上と人材育成に努めます。





要介護状態となることを防ぐ介護予防事業の円滑な提供や健康づくりに努めます。


また、意欲のある高齢者の社会参加、雇用・就業対策を推進します。








人材育成など介護サービスの質の向上に努め、サービスが適切に提供されるように事業者への指導・助言を行います。


また、市町村に対して介護保険制度運営に関する支援・助言を行います。








必要なサービスが適切に提供されるよう居宅サービス、地域密着型サービス、施設サービスなどの基盤の充実に取り組みます。





介護保険が利用しやすくなるように制度周知をさらに進め、相談・苦情解決体制の充実や高齢者個々の状況に配慮したサービス提供がされるように取り組みます。


また、要介護認定や不服申立ての審査（介護保険審査会）など適切な制度運営に努めます。








３年間の取組み（第３章） －みんなで支え 地域で支える 高齢社会－


　








重点点





重点点








